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ボーリング柱状図
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栃木県　栃木土木事務所 2009-02-21 ～ 2009-02-26
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材料は礫混りシルトから成る。
礫はφ10～30mmを主体に最大
φ50mm程を点在し、GL-0.4m付
近まではφ100mm程の玉石を認め
る。
局所でビニール片を混入する。

細～中砂を主体にφ5mm内外の細
礫を稀に含む。

粘土分を不均質に含有し、僅かに
粘性を帯びる。

GL-3m以深、腐植物を少量混入す
る。

GL-5.05m付近を境に主粒径は中
～粗砂分へ変化し、幾分か充填度
合いの上昇を感じる。

GL-6.3～6.5m間に色調灰色を呈す
砂質粘土層を認める。

GL-7.35m付近に層厚5cmの粘土層
を挟在する。

礫はφ20～40mmの角礫を主体に
最大φ70mm程を散在する。礫間
は中～粗砂と細粒土分で密に埋め
られる。

GL-10.6m付近までは含水やや高く
、軟質である。

以深、粘性上位でやや硬い。

φ5～20mm程の亜角礫を主体に最
大φ50mm前後を点在する。
礫分の混入形態には不均一さが見
られ、局所では集中混入箇所が存
在する。

GL-13m以深では固結部を分布する
。

GL-14m付近より、粘性の上昇を感
じる。

礫はφ20～50mmの角礫を主体に
最大φ70mm程を点在する。マト
リックスは中～粗砂とやや多くの
粘土分で構成され、礫間を密実に
充填している。
細かい層理の発達により、コアは
φ5～30mmの角礫状～砂状で採取
される。
岩片自体は堅岩質で、ハンマー打
撃で金属音を発す硬度にある。
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細かい層理の発達により、コアは
φ5～30mmの角礫状～砂状で採取
される。
岩片自体は堅岩質で、ハンマー打
撃で金属音を発す硬度にある。
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